
 

 

 

 

 

【令和 4 年度卒業証書授与式の在り方】につきましては、既に学校だより№32

（12/13 付）にてお知らせしておりましたが、この度「伊丹市教育委員会新型コロナウ

イルス感染症対策本部会議」が開催され、国が新たに示した方針をふまえ、卒業式（及

び入学式）のあり方が一部見直されましたので、以下のとおり概要をお知らせします。 

 『卒業式におけるマスクの取り扱い等』について、卒業式の教育的意義を考慮し、児童・

教職員はマスクを着用せずに出席することを基本とすることが大きな変更点です。 

ただし、十分な感染対策を行い、時間制限のある中での実施となるため、児童数・保護者

数の多い本校でできる形を工夫して計画します。子どもたちの門出を祝い心に残る温かい式

典にするために、どうかご理解とご協力をお願いいたします。 
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「よい子 強い子 伊丹の子」 

【 令和 4年度卒業証書授与式の在り方について 】    詳細は伊丹市 HPをご覧ください 

◆方針 

十分な感染症対策を実施した上で行う。（60分程度を目安） 

◆基本的な考え方 

・児童及び教職員は、式典全体を通じてマスクを外すことを基本とする。 

・来賓や保護者は、マスクを着用するとともに、座席間に触れ合わない程度の距離を確保した上で

参加人数の制限は不要とする。※但し学校の規模や状況に応じて入場制限を行うことがある。 

◆参加者（於：体育館） 

・卒業生  

・保護者 

・来賓 

◆実施内容 

卒業証書授与、学校長式辞、在校生送辞、卒業生答辞、国歌・校歌演奏とする。 

・ 答辞、送辞は、密集しない形での実施に限る。 

・ 歌唱や卒業生全員による呼びかけ等は行わない。 

・祝電披露は、市長、議長、教育長のみとする。 

◆感染症対策 

1 換気の実施、参加者への咳エチケットの推奨、手洗い・消毒等、必要な感染対策を講じる。 

2 来賓・保護者にマスクの着用を求める。着席を基本とし触れ合わない程度の座席の距離を確保。

児童・教職員の座席間は、パイプ椅子 1脚程度の距離を確保。 

3 発熱に限らず咽頭痛や咳等、普段と異なる症状のある者は、卒業式への参加を控えるよう徹底。 

4 基礎疾患がある等様々な事情により感染不安を抱きマスクの着用を希望したり、健康上の理由に

よりマスクを着用できない児童もいたりするため、マスクの着脱を強いることはしない。また、

児童間でマスクの着用の有無による差別・偏見等がないように適切に指導する。 

◆その他 

令和 5 年度入学式は、十分な感染症対策を実施した上で令和 4年度卒業証書授与式に準じて行う。 

※※ 感染状況の変化によっては、上記内容を変更することがある。 

本校は、児童数が多いため、従

来どおり各家庭 2 名分の座席

をご用意いたします。ご了承く

ださいますようお願いします。 


